
（運用基準 様式３） 

令和７年６月６日 

 

「横浜市地震被害想定調査業務委託」契約結果 

 

「横浜市地震被害想定調査業務委託」について、公募型プロポーザル方式で、受託候補者

を特定し、次のとおり契約しました。 

 

１  件 名   横浜市地震被害想定調査業務委託 

 

２  委託内容   地震被害想定調査の実施に関すること 

 

３  契約の相手方  応用地質株式会社 横浜営業所 

 

４ 契約金額   69,960,000円 

 

５  契約日   令和７年５月 30日 

 

６  評価結果 

提案者 評価点数 順位 

応用地質株式会社 横浜営業所 757 １ 

 

７ 評価基準・評価委員会開催経過等 

(1) 評価委員会開催日時 

令和７年２月 21日（金）13時 15分から 14時 30分まで 

(2)  評価委員会開催場所  

横浜市役所 10階他都市応援調整室 

(3)  評価委員の出席状況  

委員７名中７名出席（７/７） 

(4)  評価基準 

別紙のとおり 

 

８ 問い合わせ先 

  総務局危機管理室危機管理部防災企画課 電話：045-671-4096 



提案書評価基準 

 

 表１ 基本的評価事項 

評価項目 評価の着目点 配点 評価 評価点 

業務遂行力 
（４０点） 

業務実施体制が整っているか 10   

担当技術者が担当する業務に生かすことのでき

る過去の実績を有しているか 
15   

管理技術者及び照査技術者が担当する業務に必

要な資格を有しているか 
15   

提案内容 
（７０点） 

業務実施方針が的確で、業務説明資料との整合

性が取れているか 
30   

地域特性・近年の災害の状況を踏まえた内容と

なっているか 
20   

神奈川県との整合性が図られているか 10   

業務の適切な遂行が可能となるスケジュールが

示されているか 
10   

ワーク・ライ 

フ・バランスに 

関する取組 

(４点) 

次の項目について１つ満たすごとに１点加算 

□次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業

主行動計画の策定（従業員 101 人未満の場合

のみ加算） 

□女性の職業生活における活躍の推進に関する

法律に基づく一般事業主行動計画の策定（従

業員 101 人未満の場合のみ加算） 

□次世代育成支援対策推進法に基づく認定（く

るみんマーク、プラチナくるみんマーク）の

取得、女性の職業生活における活躍の推進に

関する法律に基づく認定（えるぼし）の取得、

又は、よこはまグッドバランス賞の認定 

□青少年の雇用の促進等に基づくユースエール

認定の取得 

 

４ 

  

障害者雇用に関

する取組 

（１点） 

障害者雇用促進法に基づく法定雇用率 2.5％を

達成している（従業員 40.0 人以上）、又は障害

者を１人以上雇用している（従業員 40.0 人未

満） 

１ 

健康経営に 

関する取組 

（１点） 

健康経営銘柄、健康経営優良法人（大規模法人・

中小規模法人）の取得又は横浜健康経営認証の

クラス AAA 若しくはクラス AA の認証 
１ 

評点の合計（１１６点満点）  

 

（評価方法） 

１ 業務遂行力について、Ａ、Ｃ、Ｅの３段階評価を行う。 

２ 提案内容は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階評価を行う。 

３ 業務遂行力及び提案内容の評価については、次のように点数化を行い、項目ごとの倍



率を乗じ評価点を算出する。 

 

評価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

評点 ５点 ４点 ３点 ２点 １点 

 

４ Ｅ評価のあるものは原則として選定しない。 

５ 各評価項目の評価の視点は表２のとおりとする。 

６ 各評価委員の評価点は 116 点満点とし、各評価委員の評価点の合計点により一位の者

を決定する。 

７ 評価点の最も高い者が２者以上あるときは、評価委員の投票で多数決により当該同点

者の順位を決定する。票数が同数の場合には委員長の判断により決定する。 

  



 表２ 評価の視点 

評価項目 評価の着目点 
評価 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

業務遂行
力 

業務実施体制が整っているか 
十分整って
いる 

 

整っている 

 

整っていな
い 

担当技術者が担当する業務に
生かすことのできる過去の実
績を有しているか 

全員が実績
を有する 

 
５割以上が
実績を有す
る 

 
５割以上の
実績を有さ

ない 

管理技術者及び照査技術者が
担当する業務に必要な資格を
有しているか 

技術士（応
用理学部門
（地球物理
及び地球化
学））を有し
ている 

 技術士（応
用理学部門
（地球物理
及び地球化
学を除く））
又は技術士
（建設部
門）を有し
ている 

 

Ａ及びＣの
資格を有し
ていない 

提案内容 
 

業務実施方針が的確で、業務
説明資料との整合性が取れて
いるか 

的確で整合
性が取れて
いる 

整合性が
とれてい
る 

どちらとも
いえない 

あまり整
合性が取
れていな
い 

整合性が取
れていない 

地域特性・近年の災害の状況
を踏まえた内容となっている
か 

特に踏まえ
た内容にな
っている 

踏まえた
内容にな
っている 

どちらとも
いえない 

あまり踏
まえた内
容になっ
ていない 

踏まえた内
容になって
いない 

神奈川県との整合性が図られ
ているか 

特に整合性
が図られて
いる 

整合性が
図られて
いる 

どちらとも
いえない 

あまり整
合性が図
られてい
ない 

整合性が図
られていな
い 

業務の適切な遂行が可能とな
るスケジュールが示されてい
るか 

計画性があ
り、今後の
工程が見通
せる内容で
ある 

計画性が
ある内容
である 

どちらとも
いえない 

あまり計
画性があ
る内容で
はない 

計画性がな
く、今後の
見通しが乏
しい内容で
ある   


